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都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値の
データベース並びに作物の収穫物の

養分含有率のデータベースとその利用法
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Ｉ は じ め に

れている農業環境規範においては，施肥基準等を参
考にしつつ効果的・効率的な施肥を行うことが求め
られている．また，堆肥に含まれる肥料成分を勘案
した施肥を行えば，化学肥料の節減のほか，土壌へ
の養分蓄積の回避等のメリットが期待できるが，施
l旧基準の値を基に比較的簡単な計算を行うことによ
り，このような肥培管理が可能である．具体的には，
施肥基準の値に堆肥から供給しようとする養分量の
割合（代替率）を乗じることにより堆肥による養分
の代替量を求め，不足分を化学肥料で補う施肥法で
あり，一部の施肥基準には，詳しい計算法とともに
代替率，肥効率等，計算に必要なパラメータが示さ
れているほか，簡易な計算ソフトも複数公表されて
いる．
農業環境規範が農業現場にさらに浸透するにつ

れ，農業現場における施肥の内容は施肥基準の内容
により近いものとなること，また，施肥基準の値を
基に堆肥の肥料成分を勘案することが今後より一般

農産物を安定的に生産するためには，施肥は不可
欠であるものの，過剰な施用は様々な弊害をもたら
す危険性がある．例えば，窒素の過剰施用は，作物
の品質への悪影響等の生産面はもとより，温室効果
ガスである一酸化二窒素ガスの発生や硝酸性窒素に
よる地下水汚染等の環境面のリスクを増加させる．
リン酸及びカリの過剰施用は，これらの養分の農耕
地土壌への蓄積や土壌中の養分バランスの乱れを招
く場合がある('⑱．また，肥料原料の価格や輸送コ
スト等，肥料の価格を巡る近年の情勢を踏まえれ
ば，コスト低減の視点からも効率的な施肥の重要性
が高まっている．
環境への配慮も視野に入れた適正施肥を行う際に

現在最も参考とすべき情報は，都道府県の施肥基準
(本稿では，作物別の施肥量，施肥方法の基準等が
示されている都道府県の資料全般を「施肥基準」と
いう.）である．例えば，食料・股業・腱村基本計
画に基づき平成１７年から普及・定着の推進が図ら
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化することが予想される．このことから，今後の我
が国における施肥の態様を展望し，施肥に伴う環境
への影響評価土壌の養分状態への影響評価，コス
ト低減の可能性の検討等を行う上でも施肥基準は参
考となると考えられる．ただし，施肥基準の大部分
は腱林水産省から主にPDFファイルとして情報提
供されているものの，気象や土壌等の条件によって
必要な施肥量や施肥の時期等が異なるなどのため，
その情報量は膨大であり（全体では１ギガバイト近
い膨大な電子ファイル群)，その全体像を把握する
ことは容易ではない．
そこで，施肥を巡る情勢を簡易に分析．考察する

ための基礎資料として，都道府県の施肥基準を基
に，主要な作物について，主要な産県の施肥基準の
値を収録したデータベース('2)を構築した．一方，
施肥に伴う環境への影響の分析等においては，施肥
量のみでなく，作物によるほ場外への養分の搬出量
等，ほ場を巡る養分収支全体の把握が必要である．
このため，作物による謡分I吸収量については尾和の
まとめた資料(16)が汎用されてきたが，その後公表
された五訂増補日本食品標準成分表等(7,11)の新知
見を踏まえ，作物の収稚物の養分含有率のデータ
ベース('2)を新たに構築した．本報告ではこれらの
概要と利用例を報告する．

Ⅱ材料及び方法

１都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値の
データベースの作成

都道府県の施肥基準の値は，農林水産省生産局農
産振興課環境保全型農業対策室が収集・公開してい
る施肥基準（平成19年５月の時点で公開されてい
たもの）等から，窒素(N),リン酸(P205),カリ
(IQO)について，総量基肥及び追肥の値を抽出
した.この際各々の作物について，原則として作
付面積（または栽培面積．以下同様.）の大きな都
道府県から順次，全国の作付面積の８０％を超える
までの範囲まで施肥基準の値を抽出した．なお，同
一県における同一の作物について，品種・作型・地
域・地力水準等によって複数の値がある場合には，
主要な産地における代表的な品種について地力中庸
な土壌に適用される値を選択するなど，当該県の施
肥基準の値を代表すると考えられる値を抽出した．
これらの県毎の施肥基準の値を平成17年の作付面
秋によって加重平均し，作物の種類毎の全国平均値
とした．平成17年度の各作物の作付面積や収稚量
等は，農林水産統計情報から抽出した．作物によっ
ては，平成17年は主産県調査であったため，主要
な産県であっても平成17年産の作付面積のデータ
が得られない場合があり，この場合は，当該県の平
成１６年産の作付面積に平成17年産／平成16年産
の変化率(全国）を乗じた推計値をもって代用した．
にら，アスパラガス，果樹等の多年生・永年性作

物で，作付後の年次によって施肥基準の値が異なる
場合は，収穫が本格化している年次における値を主

に選択した．ただし，栽培期間が特定可能な場合や
平均的な栽培年限が推定可能な場合は，栽培の全期
間における施肥基準の値から１年当たりの値を推計
し，果樹等で収穫量に応じた施肥基準の値が示され
ている場合は，平成16年または平成17年の該当県
の収量に対応する値を選択した．
牧草では，一番草を生産するために春季に施用さ

れるものを基肥，それ以外を追肥とし，果樹では，
堆肥を施用する時期に近い施肥時期に施用されるも
のを基肥，それ以外を追肥とした．
観葉植物等の所謂鉢物で，一鉢当たりの施用量で

示されている場合は，栽培を行う際に単位面積当た
りに設置できる鉢数から，また，鉢にいれる培土の
体積当たりの肥料の混和量で示されている場合は，
鉢の容量及び単位面積当たりの鉢数から，単位面積
当たりの値を推計した．
施肥基準に，堆肥の標準的な施用量（以下，堆肥

の施用基準という．これは，単位面積当たりの堆肥
の現物投入量であり，主に土づくりのために堆肥を
施用する場合の目安として利用されるもので，化学
肥料等の肥料成分の施用量を示す施肥基準の値とは
異なる.）が示されている場合は，施肥基準の値の
場合と同様に作物毎に代表的な都道府県の値を抽出
し，加重平均を算出した．なお，本データベースの
構築においては主に牛ふん堆肥を想定した堆肥の
施用基準の値を収集した．一部の施肥基準では，堆
肥の施用基準が多くの作物について示されているな
かで，特定の作物については示されていない場合が
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有率（現物当たりの％）は，五訂増補日本食品標
準成分表等(7,1')の値から算出した．この際たん
ぱく質の含有率と当該食品の「窒素一たんぱく質換
算係数」から窒素含有率を算出し，茶葉の場合はカ
フェイン含有率とカフェインに含まれる窒素の割合
から求めたカフェイン中の窒素量を，野菜類の場合
は硝酸イオンの含有率と硝酸イオンに含まれる窒素
の割合から求めた硝酸イオン中の窒素量を加算し
た．また，同表に示されているリン・カリウムの含
有率は各々の酸化物態の値(P205,K20)に換算した．

あり，この場合，当該作物に対する堆肥の施用基準
がゼロ（無施用）である可能性もあるが，本データ
ベースの構築においてはこのような場合を除外した
(データベースにゼロとして収録しなかった)．この
ため，全国平均値は実際よりもわずかに大きい可能
性がある．

２作物の収穫物の養分含有率のデータベースの
作成

作物の収種物に含まれる窒素・リン酸・カリの含

Ⅲ結果及び考察

の例では59行目以下）には，数値ではなく，作付
面積による加重平均を求める計算式が入力されてい
るため,作付面積や施肥基準等の値が変化した場合，
その変化した値を入力すれば,平均値が更新される．
例えば，作付面積の変化については，図１の例では
Ｃ列に記赦されている都道府県の識別番号の大小に
よって行を並べ替えると，作物統計等で用いられて
いる順番に都道府県の行を並べ替えることができる
ため，インターネットで提供されている作付而種の
データを貼り付けることにより全国平均値は容易に

１都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値の
データベースの概要と利用例

都道府県の施肥基準値及び唯肥の施用基準値は，
作物ごとにMSExcelワークシートで作成し(図1),
水稲から工芸作物等，複数の作物についてのワーク
シートをまとめて１ファイルとした．各々のワーク
シーI､において，作付面種や施肥基準の値のデータ
(数値）は都道府県毎の行に入力されており,MS-
Excelのコマンドを利用した検索や並べ替えが可能
である．また，全国平均値が示されている行（図１
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図１．都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値のデータベースの表示例
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更新される このような傾向が個別の作物についてみた場合に
も同様であるのかどうかを調べるために，施肥実態
を推計した結果との比較例を図２に示す．この推計
にあたっては，平成14年及び15年に実施された施
肥実態等に関する統計調査の結果等を基にしている
が，有機質肥料及び堆肥については，西尾の方法
(8,9,10)に準じて有効成分相当量を推計して用いてい
る．水稲やキャベツでは，表１と同様の傾向，すな
わち，化学肥料に加え有機質肥料や堆肥から供給さ
れる肥料成分を考慮した場合，施肥基準に示される
量を上回る施肥実態であったと考えられる．一方，
茶の窒素やカリについては現状の施肥基準の平均値
と比べても同等またはそれ以下と考えられた．この
ように,作物によって基準と実態の関係は異なるが，
作付面積の多い４１品目の作物において同様の比較
が可能である．これには，牧草，青刈りとうもろこ
し，そば等，作付面積が大きい品目であっても統計
調査の対象ではなかった作物は含まれていないが，
平成17年産の作付而猫でみると，これら４１品目で
延べ作付面種の64％を占めている（図3)．これら
41品目について，施肥基準の平均値に対する化学
肥料の施用実態，または「化学肥料十有機質肥料十
堆肥」の施用実態の相対的な関係を調べた（図4)．
この図では，施肥基準に対して実態が大きく超過し
た場合から相当少ない場合までを４区分し，その区
分に該当する作物の品目数を示している．多くの作
物では化学肥料単独で施肥基準を超過することはな
い一方，「化学肥料十有機質肥料十堆肥」の施用
実態をみれば施肥基準値を超過していたことが伺わ
れた．すなわち，表１に現れた傾向は特定の作物に
限らないことが示唆された．

データベースに含まれる作物の数は，水稲：１，
陸稲,麦類,豆類等の普通畑作物：11,飼料作物：４，
工芸作物：６，野菜：３９（季節区分別のべ56),果樹：
18,切り花類：１７，球根類：４，鉢もの類：１０，花
壇用苗もの類：５の合計115（季節区分別のべ132）
であり，これらを６つのMS-Excelファイルに分け
て収録した．また，作付面積による全国の基準値の
加重平均値は別途独立したMS-Excelファイルに整
理した（付表1)．
なお，未結果樹についての施肥基準値の情報収集

が可能であった一部の果樹については未結果樹の施
肥基準値のワークシートを作成し，果樹の施肥基準
を集めたファイルに参考情報として収録した.また，
上記39品目以外の野菜，特産作物等の施肥基準で
情報収集が可能であったものについては，別途「そ
の他の作物等」として一つのファイルに収録し，参
考情報とした．
付表１に示すのべ132の作物の平成17年産の作

付面積の合計は4,064千ヘクタールであり，平成１７
年産の延べ作付（栽培）面積4,384千ヘクタールの
93％をカバーしており，我が国における施肥の状況
の全てではないものの，その主要部分を把握するこ
とができると考えられる（表1)．

施肥基準に基づき我が国の肥料成分の需要量の概
数を推計するため，作物毎に，施肥基準の全国平
均値に各々の作付而植（平成17年産）を乗じ，上
記132作物の合計を求めたところ，窒素・リン酸
(P205)･カリ(KJO)は各々465千トン,468千ト
ン，531千トンであり，化学肥料の肥料用内需（１７
肥年）（'3)に対して各々９９％，101％，148％に相当
した．化学肥料の肥料用内需に，堆肥を除いた有機
質肥料等に含まれる肥料成分('''3)を加算した場合，
この割合は窒素．リン酸(P205)･カリ(K２O)で各々
84％，８６％，144％，さらに，堆肥に含まれる有効
肥料成分fも利用されると仮定し，その値を加算し
た場合，この割合は各々６９％，６５％，８７％と試算
された（表1)．

先に述べたように，表１で施肥基準に基づく需要
量の試算を行った132作物が我が国で栽培される作
物の全てではない．そこで，今仮に，肥料成分の消
費量全体のうち，これら132作物において消費され
た割合は93％(132作物の作付面積／延べ作付面積）
であったものと仮定し，これと施肥基準に基づく需
要量（132作物における需要量）とを比較した．こ
のような補正を行うと，窒素及びリン酸の場合，化
学肥料に含まれる成分の消費量のみであれば，施肥
基準に基づく需要量を下回ったが，化学肥料及び有
機質肥料等に含まれる成分の消費量を合計すると，

↑家畜ふん堆肥等に含まれるN,P,Kの計算値､)をＮ§
BO5,LOに換算し,畜種毎の剰巴の肥効率㈱を乗じて試算



金澤健二：都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値のデータベース並びに作物の収稚物の養分含有率のデータベースとその利用法３１

表１データベースに収録した作物の作付面積と施肥基準の平均値からの肥料成分需要量の試算
表１-１データベースに収録した作物の作付面椴が全作付面積に占める割合と施肥基準の平均値からの肥料成分需要量の

試算
17年産作付
(栽培）面秋
（千ha)

Ｎ需要職P205需要量腿Ｏ需要量

(千トン）（千トン）（千トン）
施肥基準の平均値による試算（132作物）
平成17年農作物作付（栽培）延べ面被
化学肥料の肥料用内需（17肥年）
有機質肥料等に含まれる肥料成分戯の試算他
(平成17年）＊
家畜ふん堆肥中の有効成分量の試算値＊＊
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93％作付而椴からみたカバー率(a/b%)
化 学 肥 料 の 肥 料 用 内 需 に 対 す る 割 合 ( a / c % ) ９ ９ %
化学肥料十有機質肥料等に対する割合(a/ (c+d)%)８４%
化学肥料十有機質肥料等十堆肥有効成分に対する剖合 ６９％( a / ( c + d + e ) % )

101％
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＊「たい肥等その他」を除く有機肥料の流通量（平成17年）に代表的な有機質肥料等の成分含有率を乗じて試算（表１-２，
１-３参照)．

＊＊堆肥及び乾燥糞中の肥料成分量(神山ら(2006)のN,P,K量の計算値を換算)に，畜種毎の堆肥の肥効率(眞部ら(2007))
を乗じて試算．
肥効率は,N:P205:IQOの順に，牛で0.3:0.８:０.９,豚で0.5:０.８:０.９,鶏で0.7'０.８:０.９.

表１-２有機質肥料等に含まれる肥料成分濃度の文献値
K,O

ー

(％）
BO５
(％）１

Ｎ
％く

ｆいわし粕
ｇ蒸製骨粉
ｈ抽出大豆粕
ｉなたね油粕
ｊ下水汚泥コンポスト

6.93
22.32
１．７７
２．４８
３.８０

似一過》艶一帖一和

色

■

◆

■

■

●

旬

凸

Ｇ

８
-
４
-
７
》
５
-
２

2.27
｡ ｡ ■ ■ ● ■ ■ ● ■

1.30
0.30

f～i:ポケット肥料要覧2007
j:後藤(2008)

表１-３有機質肥料等に含まれる肥料成分の試騨
有機肥料流通量＊

（千トン）
K｡O

̅

(千I､ン）
BO５

(千トン）
Ｎ

(千|､ン）
７４
１１
１７７

１
２４１
253

1,287

魚かす（粉末を含む）
蒸製骨粉
その他の動物衝肥料

５
３
１２
０
６
６

４９

Ⅱ
Ｋ
一
３
１
唖
ｍ
唖
剛
唖
Ｏ
や
、
品
ｑ

６-０《皿》０-⑫一過》調

大豆油かす
なたね油かす
その他の植物質肥料
汚泥肥料

０
》
３
》
３
》
４

＊平成17.年の流通量（ポケット肥料要覧2007)．
k,m:表１-２fのいわし粕の成分濃度より試算．
n:表１-２hの抽出大豆粕の成分濃度より試算．
o,p:表１-２iのなたね油粕の成分濃度より試算．
q:表1-２jの下水汚泥コンポスI､の成分濃度より試算
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施肥基準に基づく需要量を上回った．すなわち，今
後さらに農業環境規範が農業者に浸透し，施肥基準
を参考とした肥培管理がより一般化するに伴い，化
学肥料の窒素及びリン酸の節減が進む可能性がある
ことが示唆される．一方，カリについては，化学肥
料及び有機質肥料等に含まれる成分の消費量の合計
よりも施肥基準に基づく需要量の方が相当大きく，

カリの施肥基準値が施肥の実態よりも大きいことを
示唆している．また，いずれの成分についても，堆
肥の有効成分まで考慮した場合の消費量（｢化学肥
料十有機質肥料等十堆肥の有効成分｣）は，施肥
基準に基づく需要量を上回っており,今後家畜ふ
ん堆肥の肥料成分を勘案した施肥が進めば化学肥料
の節減が一層進むことが示唆された．
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図4．都道府県の施肥基準値に対する施肥実態の多寡による区分毎の作物数
注：持続的生産環境に関する実態調査（平成14年調査・平成15年調査）等の結果を基に，堆肥及び有

機質肥料については西尾(2001,2003,2005)の計算法に即して化学肥料相当成分鎧を推計し作図

の作物統計等から試算）を用いれば，一部の作物に
ついては，単位面積当たりの収穫物中の養分量及び
収穫物以外の地上部に含まれる養分量が概算でき
る．この両者の値の合計を作物による養分吸収量と
して，前項で求めた施肥基準の平均値との関係を調
べた（図5)．施肥基準と養分吸収量の関係は明瞭
ではなかったが（図５の上段)，肥料成分の土壌残
存量（｢施肥基準一養分吸収量｣）との関係は，特に
リン酸については，直線的であり，施肥基準値の高
さに応じて土壌に残留する養分量が増加する傾向が
示された（図５の下段)．図５の結果は，施肥基準
値どおりの施肥を行うとしても，施用量が多い作物
の場合，それに応じた土壌残存が生じることを示し
ている．そして，実際に農耕地土壌へのリン酸やカ
リの蓄積が進行してきたことも指摘されている('4''5)．
上記のとおり，堆肥中の肥料成分を考慮することに
より相当程度の施肥量節減の可能性があるが，それ
のみならず，土壌診断を実施し，養分蓄積が認めら
れる場合には施肥基準値よりも施用量を減らすよう
な肥培管理がより一般化することが施肥量節減の点
からも重要と考えられる．

なお，堆肥の肥料成分を勘案した施肥が定着した
場合であっても，不足する成分は化学肥料によって
補給することが一般的であろう．その場合に求めら
れる化成肥料の成分バランスは，現在供給されてい
るものとは異なる可能性がある．これを検討するに
は，肥料成分を勘案した堆肥施用の普及程度，堆肥
の種類とその成分等，様々なシナリオを想定し，肥
料成分の望ましい成分バランスを試算する必要があ
るが，そのような場合にも本データベースは参考と
なると考えられる．例えば，水稲作において，鶏糞
堆肥を１．５トン/ha施用する場合，基肥に用いる化
成肥料の望ましい成分バランス（整数比）は,N:
P205:IQO=５:６:８と試算され，施肥基準の基肥
のバランス（５：９：８）とは異なっている．

２作物の収穫物の養分含有率のデータベースの
概要と利用例

データベースに含まれる作物の数は，水稲：１，
陸稲，麦類，豆類等の普通畑作物：１１，飼料作物：
４，工芸作物：６，野菜：４０（季節区分別のべ57)，
果樹：１８の合計8０（季節区分別のべ97）であり，
その内容は付表２のとおりである．なお，稲わら等
の収穫物以外の地上部に含まれる養分量についても
試算できるように，情報収集が可能であった一部の
作物（34品目（季節区分別のべ50品目)）につい
ては，収穫物に含まれる養分量に対する収穫物以外
の地上部に含まれる養分量の比率を求めた(付表3)．

この他に，筆者らは，家畜排せつ物堆肥の農耕地
における受容量を算定するためのツールを作成し，
堆肥の施用基準に従い堆肥を施用する場合，施肥基
準や代替率・肥効率等を用いて堆肥の肥効を勘案し
つつ堆肥を施用する場合，及び，ほ場からの窒素の
｢収奪（収穫物）＋溶脱」に相当する量の窒素を堆
肥と化学肥料を用いて補給する場合，の３つの場合付表２，３及び当該作物の平均単収（平成17年産

ロ

酉Ⅱ ■ ｂ ＝ ｡ - ＝ ■ ｑ ■

■丑■ ■ ■ Ｄ ｰ ｑ ■ 。 ■

イ■■■■■■■

■

。

同

Ｉ

ｒＥ- ー Ｕ ■ ｑ ■

■■■■ 用

言

化… ■



中央農業総合研究センター研究報告第12号（2009.2）3４

函 Ｎ P２０５
曲 ー 一 一 毎 - 一 一 一 口 一 一 一 争 口 一 一 一 一 - - - - - - - - - - ＝ - ＝

K２０
- - - ． - ・ 再 寺 ． 一 己 - ． ． ＝ ． . ． 申 ４ ． - - - - - 一 一 口 ， ． ｑ ， ． ． ， ．6０ ０

０

０

０

０

０

０

６

５

４

３

２

１

０

０

０

０

０

０

０

６

５

４

３

２

１

5０ ■ ■ ｰ ー - - の 一 句 - - ’ ■ ｂ ４ ■ - - ■ 缶 ● - - 隼 ■ ＝ - ＝ ＝ - ＝ ■ ■ ■ ■ ＝ ■ ■ ＝ ■ ＝ ｰ ■ ･ 色 ロ ー ー ロ ー ヰ ■ 口 ● ｡ - ｲ ■ - ｲ ■ - 己 I ■ ﾛ ■ 審 命 1 ■ - 一

合 ゆ
Ｑ

一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 口 一 垂 ＝ ① ■ ＝ ロ ■ 凸 凸 ロ ロ ー ー ロ ー ロ ■ ＝

＝ 一 一 ＝ ｰ ｑ ■ 一 一 一 一 - ４ 口

R２=０.１８１
“４０ に唇３０
専

心 ハ

- ■

毎

一

一

一。
２2０

０

０

１

０１０２０３０４０５０６０ ０１０２０３０４０５０６０ ０１０２０３０４０５０６０
Ｎ

y=0,7786×-6.0097
R２=０.７３２

P２０５

.……又三p"14基三QaZ".
R２=0.8332

K２0
-......_yggaQ5酩二7:84Z９

R２=０．１3７

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

６

５

４

３

２

１

１

２

３

４

-

一

一

一

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

６

５

４

３

２

１

１

２

３

４

-

一

一

一

6０
5０

配

亜

一

函

一

日

’

一ｔ

０

０

０

Ｏ

Ｏ

０

４

３

２

１

１

咽
喜
專
ｌ
糾
剛
里
僅

凸
己
凸二年』

』

』

●

・

一

一

■ ー ■ ＝ ー - 画 凸 ヰ ロ ● 凸 ＝ 守 口 ロ ロ ロ 一 一 己 ■ ｰ ｡ ̅ 一 ● - - - ＝ -
Ｃ ■ ■ ー 凸 ■ ■ ■

垂 ＝ ＝ ー ＝ 字

■
- = . = - ‘ ､ 乳 . = 守

殿
Ｐ Ｇ

4 ■ - ■

霊三二二三二
２ 戸 尋 一 ・ ・ ‘C….畑..m..30..40__:5Q_60

●

毎℃
Q-１

●
- １ ■ 一 ○

の ●
ｑ

Q . 2 0 .30..40.-5Q-60
- ■ 凸 ● ■ ｡ - ＝ - - ｡ ● - ｡ - ｑ ■ - - １ ■-２０

3̅０ 一 缶 ｡ ● 凸 一 一 ■ ＝ 凸 画 中 凸 ･ 画 ロ ロ ロ ー 由 一 ＝ 由 ● ■ - - １ ■ イ ■ ● イ ■

-40 ﾛ d ■ 』 ■ Ｃ ｌ ■ 申 ｃ ｃ 与 口 口 口 争 ＝ 車 一 一 ■ - - q ■ -

施肥基準
一 年 ■ ■ ■ ｡ ■ ー ＝ - 幸 ● - ｅ ィ ■ ■ Ｉ ■ ィ ■ - ■ ４ ■ 一 。 ● １ ■ 。 ■ - ー ■ ＝

施肥基準
■ Ｐ - ｡ - ̅ ｡ - ● - ー ● ■ ｡ ● - - ■ ■ ● ● ＝ ■ ● ■ ■ q ■ ■ 口 』 ■ 一 ＝ ＝ ＝

施肥基準

図5．都道府県の施肥基準値と作物による養分吸収量の関係
注：吸収量＝収秘物中謎分量十収稚物以外の地上部の謎分鐙

但し，収稚物中謎分量＝平成17年産の平均単収(kg/10a)×収稚物養分含有率(%)
収種物以外の地上部の謎分量＝収種物中養分壁×（収稚物以外の地上部／収秘物の謎分の比率）

について各々受容量を試算したが(2'3)，その試算に
おいて，前記の都道府県の施肥基準値及び堆肥の施
用基準値のデータベースに含まれる情報に加え，ほ
場からの窒素の損失を推計するために本データベー
スに含まれる情報を用いた．

のデータは，我が国の肥培管理や農耕地における養
分収支についてのマクロ解析の基礎として利用され
てきた．本稿で示したデータベースは，このような
基礎データの現状値を提供するものである．また，
同時に，施肥基準値の変更はもとより，作付面積の
動向や平均単収の変化といった比較的容易に入手で
きるデータによって内容の更新が可能なツールであ
り,今後の我が国における施肥の態様を展望し，施
肥に伴う環境への影響評価等を行うための参考情報
として活用されることが期待される．

３まとめ
これまでにも施肥実態と作物の養分吸収量との対

比(8,9,10)，施肥実態と施肥基準値の関係の解析(5,17）
等の研究例があり，施肥基準値や作物の養分吸収量

Ⅳ 摘 要

今後の我が国における施肥の態様を展望し，施肥
に伴う環境への影響評価等を行う参考として，都道
府県の施肥基準値堆肥の施用基準値並びに作物収
稚物の養分含有率をデータベース化した．施肥基準
の全国平均値を用い，我が国の肥料成分の需要量を
概算したところ，窒素・リン酸・カリは各々465千

トン，468千トン，５３１千トンであり，化学肥料の
肥料用内需に対して各々９９％，101％，148％に相
当した．今後堆肥や有機質肥料の有効利用が進み，
また，それらの資材中の有効肥料成分量を考慮した
適正施肥が浸透すれば，化学肥料中の窒素，リン酸
及びカリの節減が進むと考えられる．

序＝015由
●
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付表１都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値の全国平均値

施肥雄那の値(kg/ha) 堆肥の施用聡邸値
（現物Mg/ha)辿 肥雄 肥総 斌
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９

９

９ １

１４

１

１０(）

１

０３

１

１００ ０加 砿 平 均 ａ ０3０ 1００ 100 ０１０らっかせい

５

０

２

１

１

０

０
最大
最小

データ数

０
０

０

０

ｂ

ｃ

ｄ

１０(）
1()０

２

０

０

１

１

lOO
lOO

1００
１００

1０
１０
１０

3０
３０
２

1〔)０
１００

２

1７ 1００加 睡 平 均 ａ ９６ 1３０ ９1 １ か ん し ょ Ｗ1７ 1０1９ ９６

５

０

６

１

１

【）
０

１２０
０

殿大
鰻小

データ数

5０
３０

2()０
１灯

2００
１００

０

０

４ｂ

Ｃ

ｄ

20(）
６０
４）

27(）
１０(）

｡

１

１

１

１

１

１

０

０

９

８

３

2１１２瀞刈りとうもろこし 加 爪 平 均 ａ ９1３７ 177 ｎｏ 1８ ０１５５ 1７７ 1１９

職大
簸小

データ数

0(）
1０
９

B5(）
０

８０
〔）

０
０

０

０

６ｂ

Ｃ

ｄ

０

０

９

５１ 22(）
８０

０

０

０

５

２２

２

２

１

１

１

220
140

９

２００
５０
《）



中央農業総合研究センター研究報告第12号（2009.2）3８

施肥挫郡の値(kg/1'a)
堆肥の施用基地値
（現物Mg/1'a)

総 量 睦 肥 追 肥
作物名 N I Z O s I Q O N E O s I Q O N H O $ L ０

1 ３ ソ ル ゴ ー 加 覗 平 均 ａ ２１９ １４６ 1７２ l()１ 1４６ ９４ １１８ ０ ７８ 2９

最大
最小

データ数

３

３

３

１

１

１

ｂ

ｃ

ｄ

320
130

９

280
３０
９

35(）
０
９

250
５０

280
瓢０

３５０
０

０

０

７

５

１ 170
０

０

０
釦
晦
９

１４牧輔 加 吸 平 均 ａ １１９ ８５ １７‘１ ７８ 6０ 1１５ 1１ 2５ ５９ 4８

最大
鐙小

データ数

４

４

４

１

１

１

ｂ

ｃ

ｄ

１８０
１００

５

2()(）
５０
５

1０７
５(〕

７

０

２ 6０
５０

１８(）
100
５

2()(）
２５

1２０
５０

8０
３３

０

０

５

５

２

１５背刈りえん炎 加 唾 平 均 ａ 1２１ 皿７ 1２３ ８１ 1１７ ９０ 3９ ０ ３３ 2３

最大
最小

データ数

１５
１５
１５

ｂ

ｃ

ｄ

220
100

７

150
５０
７

０

０

７

５２ ０

０

３

６

１ 1５０
５０

２５０
０

120
０

０

０

100
０

０

０

７

３

２

1 ６ そ ば 加 吸 平 均 ａ 2５ 8３ 7０ ２５ 8別 7０ ０ ０ ０ 1０

１６
１６
１６

最大
最小

データ敦

ｂ

ｃ

ｄ

０

０

８

４

２

120
３０
８

１００
１５
８

40
2(）

120
３(）

１００
１５

０

０

０

０

０

０

０

２

４

２

１７茶 加 唖 平 均 ａ 534 2()６ ２６３ 282 １８６ ２３３ 252 2０ ３０ 1３

７

７

７

１

１

１

最大
最小

データ殿

ｂ

ｃ

ｊ

752
450
１０

356
16(）
１０

390
225
１０

588
24(）

3５６
１５８

39(）
１２(）

280
９０

０

０

９ 120
０

０

０

６

３

１

加 畝 平 均 ａ１ ８ い 1５０ 1３０ ４()(） 6０ 1３０ ６０ 390 ０ 340

最大
限小

データ散

８

８

Ｈ

ｌ

ｌ

ｌ

ｂ

ｃ

ｄ １

２５０

１

１６(）

１

１６０

０

０
１Ｉ９てんさい 力Ⅱ砿平均ａ ２５(）１６(） 1６０ ０ ０ 〔）

展大
雌小

データ数

1９
１９
１９

ｐ
ｂ
ｃ
○
、 １

１５０

１

１３１

１

１５０

１

０２2 Oこんにゃくいも 加 諏 平 均 ａ 8１ ７４ ８１ 6９ 5７ ６９

最 大
鎚 小

データ数

20
20
2(）

ｂ

ｃ

ｄ

150
150
２

140
130
２

150
150

２

1()(〕
８(）

l‘1０
７(）

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

８

１ 7０
５０

“０
”
釦

１

３６2 ｌ さ と う き び m I 敏 平 均 ａ 2８１ １０９ １２(） 1０６ ５６ 4５ 175 ５３ 7５

１

１

１

２

２

翅

最大
耀小

データ趣

ｂ

ｃ

ｄ

３００
２７０
２

０

０

２

ソ
】
９

１ 120
120

２

１５０
８１

９０
３６

6０
３６

189
150

艶
０

拠
蜘

‘1５
２０
２

2 ２ た ば こ U11砿平均ａ 1２２ ２６６ Bl3 1２０ 263 1１０ Ｉ ４ ４ Ｍ

最大
殿小

データ数

2２
２２
２２

ｂ

ｃ

ｄ

０

０

７

８

７

１ 33(）
105

７

：11(）
195
７

１８(）
７０

粥０
１()５

41(）
1９５

０

０

６2０
０

０

０

６ ５

０

６

１

１

２３．作だいこん 加 飛 平 均 ａ 1１５ １４５ １２］ I()1１ 1４０ 11３ ５８ 1７８

最大
雛小

データ鼓

３

３

３

２

２

２

ｂ

ｃ

ｊ

０

０

６

４

６

１

３ 320
100
１６

320
６(）
１６

２()(）
６(）

2()(）
1()(）

20(）
６(）

２８０
０

０

０

７１ ２５０
０

２０
１０
Ⅷ

2 ４ 夏 だ い こ ん 加 重 平 均 ａ 7３ １４５ 8‘１ I‘1５ 剛） ５6９ ０ ３ ２１

２４
２４
２４

最大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

160
５０
８

360
120

７

０
０
《
ィ

８
一
○

１ 160
５０

１

０

Ⅸ
２
３

１

150
５０

０

０

-， ０

０

０

０

４ ０

０

７

４

１



金瀞健二：都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値のデータベース並びに作物の収秘物の養分含有率のデータベースとその利用法３９

施肥腱池の賊（k質／ｈａ） 堆肥の施川基瀬他
（呪物MR/lla)追 肥堆 肥総 最

Ｎ Ｉ も O 急 鴎 ０ Ｎ Ｐ ２ Ｏ 易 Ｋ 響 Ｏ Ｎ Ｈ Ｏ 尋 Ｋ 2 ０作物名
1７加 亜 平 均 a l ５ ５ １ ６ ８ １ ５ ５ １ １ ３ １ ５ ９ １ １ ５ ４ ３ ８ ４ ０２５秋冬だいこん

3０
１０
１５

150
０

10(）
０

120
０

股大
最小

データ数

２００
６０

3００
１００

20(）
５０

ｂ

ｃ

ｊ

300
100
２１

280
５０
２１

２５
２５
２５

$()(）
６０
２２

1９2５７1６７ １４２ ３０加 亜 平 均 ａ 168 1３９２ ６ か ぶ 1６９ 1７４１

5０
１０
１２

8０
０

140
０

７

０

９１最大
凝小

データ数

2４８
１００

212
８０

302
100
１９

型
仙
四

３

１

１９６
９６

ｂ

ｃ

ｄ

393
100
１９

2６
２６
２６

1８1９1９ １加 砿 平 均 ａ 1６９ 229 １７８２７稀夏にんじん 1９６1８８ ２３０

０

０

９

２

１

０

０

５ 1４０
０

140
０

眼大
最小

データ数

230
６０

300
15(）

200
６０

０

０

１

ク
】
２
１

２

１

2７
２７
２７

ｂ

ｃ

ｄ

230
15(）
１１

３００
１５０
１１

2００ ０ ０１５<１２８秋にんじん 加 覗 平 均 a 1５０ 12(） ２()I）1２０ 200

最大
破小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

2８
２８
２８ １

８１

１

【

ｆ６１

１

１６６

１

２０５ ５８5７ １２９冬にんじん 加 砿 平 均 ａ 109 ２０‘１ 1(剛

０

５

８

３

１

160
０

1６０
０

4８
０

腿大
娘小

データ数

2ｍ
５０

3(X）
ljl‘１

20(）
５０

Ｄ
ｂ
ｃ
○
Ⅱ

2５０
１００
１１

300
150
１１

２５０
１００
１１

９

９

９

２

２

２

1６９７102 １235 1０８I (）ごぼう 加 飢 平 均 ＆ ’ ２０５ 1０４206 238

０

０

紗

１

１

１

138
３０

159
５(）

135
０

展大
飛小

データ敵

1７０
５６

１７(）
５２

２５０
１８０
１３

l()(）
‘１０

ｂ

ｃ

ｄ

250
180
１３

40(）
100
１３

)(）
)０
１(）

1３1５５１６５ １１(） 1５３ 6８川 I 、 平 均 甜 ２６５ 1３８Ｉ１れんこん 233２９１

3(）
1０
５

340
５０

3‘1０
０

２８０
０

洲０
５０

娘入
城小

データ数

３５０
１２０

９

320
（１

250
（）

。
、
ｃ
ロ
側

０

０

９

０

４

４

２

3‘１０
１２０

９

１

１

１

１

１

１

１１Ｉ０1９２ １２:｛ 1加 爪 平 均 靭 1２４ ８９３２拝械えばれいしょ 1９２帥】

2０
１０
６

０

０

６６０
（）

０
０

150
８０

１５０
１２０

飛大
股小

データ激

０

０

６

８

２

１

１

2Ⅸ）
1:3(）

ｂ

ｃ

ｊ

２００
１３０

６

１６０
８(）
６

２

２

２

３

３

３

1８ソ】 ６旧４ ６加 耽 Ｗ 句 ａ 1４５ １４:｛１３秋械えばれいしょ 1４５ 1401５２

５

５

５

２

１

０

０

５ 6(）
０

22(）
７０

帥
０

雌大
殿小

データ数

０

０

７

２

２

２

１

220
９０

2２０
１００

ｂ

ｃ

ｄ

220
Ｍ(）
７

２２０
１００
７

粥
粥
粥

2(）8５ ３５ 8４加 砿 平 均 別 1１５ １７１ 1３２１４秋冬さといも ２１７1９９ ２()６

3０
１０
１５

150
０

150
０

150
０

最大
簸小

データ数

０

０

４

５

ク』 3００
６０

伽
帥
リー３５０

９０
１９

280
９０
１９

ｏ
ｂ
ｃ
○
岨

300
９０
１９

34
3‘１
３'１

２１1２３I()７ １１１ 2１加 噸 平 均 ａ 1０３ ２(逆３５やまのいも 230２Ｍ 282

０

０

９

３

１

300
６０

10(）
５０

３００
０

最大
艇小

データ殿

1５０
０

30(）
０

１５(）
０

仙
卯
８

３

２

ｂ

ｃ

ｄ

3()０
１５(）

帥

310
150
８

５

５

５

＄

１

１

2５１９2９ ０１６群はくさい 叩 『 Ｒ 平 均 紐 1７７ ２２Ｈ 1８３207 228 ２２２

4０
２０
８

０
０

100
（）

０

０

５

４

２

１

3５０
１５０

１

１

Ⅸ
Ⅸ

ツ
ー
１
４

1００
０

曜人
雌小

データ数

350
150

９

300
160

９

ｂ

ｃ

ｊ

350
140
１０

３６
３６
粥



4０ 中央農業総合研究センター研究報告第12号(2009.2)

施肥聡鵡の航(kg/11a) 堆肥の施用Ｊ４郡仙
（現物Ｍ質／畑）

総 鼠 堆 肥 追 肥
作物名 N I L O 5 1 g O N I Z 0 ５ K 2 0 N P ２ 0 昂 脇 ０

３７理はくさい り Ⅱ 並 平 均 a １ ５ ８ ２ １ ８ １ " １ ４ ５ ２ 1 ８ 1 4 1 ７ １ ３ ０ ４ ３ 2７

3７
３７
３７

飛火
股小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

220
140

３

０

０

２

０

８

３

１

200
170

２

６

０

７

２

１

１

3００
１８０

１６(）
１２０

０

０

５ ０
０

50
4(）

０

０

３

籾

２

１８秋冬はくさい 加 虹 平 均 ａ ２ ３ ７ 204 ２３８ 1６０ 199 １６１ 7６ ５ ７７ 2４

3８
１８
１８

斌大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

０

０

０

５

４

２

３

１

３００
１５０
１９

350
180
１９

2３０
１２０

3(、
１４０

2５０
１００

200
０

０

０

８ 200
３０

5０
２０
１７

３９こまつな 叩 i Ⅱ 平 均 訓 1５３ 1３０ ル1５ 144 １３０ 蝿７ 1０ ０ ８ Z３

3９
３９
３９

最 大
娘 小

データ数

ｂ

ｃ

４

０

０

６

４

８

１

リ》 ２００
３０
１６

210
８０
１６

240
５(）

2 “
３０

210
５０

iｉＯ
Ｏ

０

０

３０
（）

3０
１５
１３

１０がキャベツ 加 重 平 均 a Ｚ4４ ２０２ 242 1４７ 1８６ １５０ ９８ 1６ 9２ ２０

４(）
4(）
４０

最大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

４０(）
150
２０

270
150
２０

4ｍ
150
２０

２１２
７５

2脚
７５

200
７５

200
４０

8(）
０

２００
２０

４(）
1(）
1７

１１互秋キャベツ 加 亜 平 均 ａ ２０４ 1９１ 1９８ 1５２ 1８２ １３６ ５１ ９ 6２ ２２

１

１

１

４

４

４

簸大
最小

データ政

。
、
心
。
．

252
160

９

２１０
１４０
８

２５０
１ “
８

伽
、
２

１

2００
１４０

２Ⅸ）
獣）

120
０

５０
（）

10(）
５０

０

０

８

３

２

４２冬キャベツ 加 並 平 均 ａ ２７５ １８５ ２縄 １７３ １６９ 1７１ 102 1６ ９２ 2５

4２
４２
４２

縦大
般小

データ数

ｂ

ｃ

ｉ

4００
１５０
１５

270
140
１５

400
150
１５

200
７５

250
６(）

２００
７５

200
５０

８０
（）

200
４０

刑
Ⅲ
側

4 ３ ちんげんさい 加 並 平 均 ａ 1３２ １１２ 1１５ 1２７ １１１ 1１３ ５ Ｉ ２ ２３

３

３

３

１

１

１

最大
峨小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

80(）
８０
１０

200
３０
１０

釦
卸
、

２ 3Ⅸ）
５０

２(X）
３(）

2 “
５０

5０
０

1(）
０

０

０

３ ０

５

９

３

１

艸 ほ う れ ん そ う 加 重 平 均 ａ 1７４ １５７ １６２ Ｍ８ 1５６ Ｍ２ 2６ I 1９ 1８

鍛大
最小

データ数

１

１

ｌ

ル

ル

ル

ｂ

ｃ

ｄ

250
５０
２０

250
５０
１９

250
５０
１９

卵
釦
ク】 250

５０
250
５(）

150
０

０

０

３ 150
０

０

０

７

４

１

１

１５ふ窪 加 砿 平 均 Ｋ ｌ 397 377 371 227 2７１ 1９８ 1７１ 105 1７３ 2(）

５

５

５

１

４

１

、 逓 大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

850
250

６

０

０

６

４

８

５
ワ
】

580
250

６

5 “
150

4(犯
１Ⅸ）

310
140

３５０
１００

190
５０

290
９６

０

０

５

３

１

４ ６ み つ ば 加 並 平 均 ａ 8２ 1２９ ８１ 侭Ｉ 1２２ 6２ １９ ７ 1９ 11

４６
‘1６
４６

最大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

０

０

５

５

５

１ 200
４(）
５

０

０

５

-
，
４

１ 釦
釦
１ 2(X）

２０
１５０
２０

５０
（）

０

０

２ ０

０

５ ０

５

５

２

4７しゅんぎく 加 亜 平 均 利 1８１ l 例 1６５ １３５ １５‘Ｉ IＺ９ 1６ 1０ 1６ ２４

７

７

７

４

４

４

艇大
脳小

データ数

ｂ

ｃ

ｊ

350
10(）
２２

400
２０
２２

３００
９０
２２

２００
５０

4Ⅸ）
２０

250
５０

１５０
０

100
０

100
０

1０
１０
１８

４Ｈセノレリー 川 l爪平均【1 183 165 446 ２８８ 283 259 1９５ 8２ 187 1(）

4８
４８
４８

艇大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

６９０
２８０

４

450
250

４

０

０

４

３

９

５

２

440
160

3(X）
250

30(）
l‘1０

2５０
１２０

1５０
０

２３０
１５０

０

０

４

５

２



金澤健二：都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値のデータベース並びに作物の収稚物の養分含有率のデータベースとその利用法４１

施肥雌鵡の航（k質／1ｍ） 堆肥の施用雄準値
（呪物Mg/ha)追 肥ｊ,鳴肥総 爪

作物名 Ｎ Ｐ ２ Ｏ 師 Ｋ ａ Ｏ Ｎ Ｐ ２ ０ ｎ Ｋ 笹 Ｏ Ｎ Ｂ Ｏ ５ 鴎 ０
力11亜平均ａ ３１1９アスノャラガス 1８４ １２ 1１１２５２ 1２２ １８４ 1４１３０６ 226

100
２０
７

峨大
最小

データ散

2伽
０

３㈹
副）

300
４０

380
１(）

０

０

０

４

１ 320
７０

９

９

９

４

４

４

ｂ
Ｃ
ｄ

600
2Ⅸ）

９

ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｆ

国

５

５

１ ６()０
１５０

９

加 Ⅲ 平 均 ａ ７３ ２３1５２ ７８ ５５ ( ） カ リ フ ラ ワ ー ２２５ 164 １９(）243 １９６

０

０

７

３

１

１

雁大
般小

データ数

０

０

８ 14(）
０

０

０

０

５

５

５

2５０
１００

２５(）
１００

１４(）
０

ｂ

ｃ

ｄ

34(）
150
１７

28(）
100
１７

１()(）
１５０
１７

28(）
1００

2３５１ブロッコリー 加 爪 平 均 ａ ５３ １ ４８１６０ 1９３ １５７２１３ 1９７ ２()５

０

５

５

１

１

１

殿大
殿小

データ散

０

０

４ 140
０

５１
５１
５１

○
ｂ
ｃ
勺
．

350
120
ルＩ

２１０
１００

０

０

０

州

３

１

０

０

１

０

２

１

１４０
０

350
140
１５

０

０

４

１

４

１

３

１

2４５２群レタス 力 Ⅱ 敵 平 均 ａ ０ １５179 1８７ 1８８ 1２1８７ ２()３1９１

０

０

3(）
1０
１２

最大
限小

データ数

０

０

４

０

２

１

1００
０

０

０

０１２

２

２

５

５

５

ｂ

Ｃ

ｄ

270
10(）
１１

２４０
１６０
１１

２６０
１００

27(）
1Ⅸ）

260
120
１２

2９５３夏秋レタス Ⅲ I 爪 平 均 ａ ０ (）1２９ １７(） 1７５ ０129 1７０ １７５

０

０

４

３

２
妓大
飛小

データ数

０

０

０

０

160
120

20(）
140

20(）
1５０

０
０

５３
５３
５３

。
、
Ｃ
○
．

160
120

４

200
140
３

２０(）
１５０

３

２５０ 1５５４冬レタス 加 砿 平 均 a 1５２０６ 1７９ 2()１２２１ 1７９ Ｚ1６

０

０

８

３

２
鍛大
最小

データ数

０

０

lⅨ）
０

260
１００

27(）
10(）

250
10(）

】００
０

5４
５４
５４

ｂ

Ｃ

ｄ

260
180

９

０

０

９

７

０

２

１

250
18(）

９

２１156 1５１５５券ねき 加 覗 平 均 ａ 1６８ 1２４ 110275 1２４２８(） 2７７

２５０
０

4０
１０
１０

250
５０

20《）
０

最 大
曜 小

データ数

200
０

ｂ

ｃ

ｄ

０００
１６０
１１

２００
０

300
（）

５

５

５

５

５

５

400
160
１１

40(）
100
１１

２１９９ ６３ 9２５６豆ねき 加 砿 平 均 ａ 1１０ １７５ １２２Ｚ1４２０９ 238

３５
１０
１４

210
０

２３０
０

股 大
殿 小

データ数

２２０
０

０

０

７１ 〕００
（）

28(）
（）

5６
５６
５６

ｂ

Ｃ

ｄ

322
１５０
１６

370
100
１６

28(）
10(）
１６

２０1４２148 100５７秋冬ねき 加 収 平 均 紐 9５ 140 8９２４３ ２４１ 2:1０

５

０

５

３

１

１

250
０

２５０
０

２１０
０

雁大
最小

データ数

１７０
０

3()０
０

280
（）

７

７

７

５

５

５

ｂ

Ｃ

Ｏ

３５０
１４０
１９

㈹
鋤
卿

３

１

320
140
１９

2３別 1３３加 、 平 均 ３ 1０７ 1４２Z3２ 1６０ １０(）5 ８ に ら 249 ２１‘１

０

０

９

４

１

227
６０

１５６
０

257
６(）

０

０

６１１１と大
脆小

データ数

169
（）

j()(）
０

ｂ

ｃ

ｄ

$()７
１１０
１０

０

０

０

０

１

１

１

Ｉ

Ｈ

８

Ｈ

５

５

５

４

０

０

０

０

１

３

１

2２７ ‘１３5邦h 1 I 収 平 均 ａ 1８８ 1浬）” た ま ね ぎ 1９５ 1７２ 1２６1７９

０

０

７

３

１

１７５
０

０

０

５ 150
０

雁火
曜小

データ数

２７０
１００

1８０
５０

。
、
ｃ
○
．

０

０

９

５

５

２

１

２７０
１５(）

９

250
150

９

180
５０

5９
５９
５９

2８５ ２ ５力 Ⅱ 航 平 均 a 244244 ２４８6 (）にんにく 249 250 ２４８

30
2(）
２

120
０

０

０

４１ ０

０

５最大
最小

データ数

250
９０

２５０
２００

２５(）
３０

０

０

３

６

０

２

２

ｂ

Ｃ

ｄ

300
210

３

250
200

３

6(）
6０
６０
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施肥噸仙の随(kg/ha) 堆肥の施用基準値
〈現物Mg/ha)

総 量 堆 肥 追 肥
作物名 Ｎ Ｐ ｚ Ｏ 昂 Ｋ ・ Ｏ Ｎ Ｅ Ｏ 昂 Ｋ , Ｏ Ｎ Ｐ 聾 O 罰 Ｋ 卿 ０

６１冬拝送ゅうり 加 砿 平 均 ａ ４ ８ ６ ３ ５ ４ ４ １ ２ ２ ８ ＄ ３ ０ ９ ２ ２ ７ ２ ０ ３ ４ ５ １ ８ ４ ２９

雌大
殿小

データ数

６］
６１
６１

ｂ
Ｃ
(Ｉ

６０(）
２８０
１５

490
190
１５

5 ”
230
１５

350
１３０

400
130

350
110

３００
５０

20(）
０

１００
５０

5０
１０
１１

６２夏秋ぎゅうり 加 Ⅲ 平 均 ａ ４０３ ２９５ 358 ２０４ 2６１ 1７９ 1９９ 3４ 1７９ ３２

最大
履小

データ酸

２

２

２

６

６

６

ｂ
Ｃ
ｄ

却獅”
5 “
８０
２１

7収）
140
２１

４２５
５０

370
８０

3 “
５０

450
４０

150
０

１５０
４０

１０(）
１０
２０

6３かぼちゃ 加 耽 平 均 ａ 1２８ 140 124 7２ 1:魁 7２ 5６ ９ 5２ 2１

１t&大
皿小

データ数

６３
６３
６３

ｂ

ｃ

ｊ

350
８０
２４

300
７２
２４

300
８０
２４

150
４８

300
６０

150
４０

２００
３０

１００
０

15(）
０

４０
１０
２１

６４冬聯なす 加 、 平 均 ａ 523 364 4５５ ２８６ 265 233 ２３６ ９９ 222 ２１

眼大
殿小

データ敬

１

１

１

６
６
６

ｂ

ｃ

ｄ

500
250

８

即細８
即知８

３５０
２ “

㈹
釦
４

２
釦㈹
３

２

330
100

250
（）

３００
１００

０

０

６

３

２

６５通秋なす 加 i I t 平 均 a ４１６ 322 3 鋼 ２１９ 270 1 ” 1９７ 5２ 1８４ ３１

砺
鯛
妬

飛大
雁小

データ殿

○
ｂ
ご
“
Ⅲ

６６３
２５０
２７

579
150
２６

6(X）
198
２６

４００
１３(）

489
12(）

4００
１１９

405
５０

３

０

２３ 1００
７９

５０
２０
２４．

６６冬聯１，マＩ 川 、 平 均 甜 Ｚ9８ ２７１ 297 1４１ 237 1４５ 1５８ １４ 1５２ ２６

雌大
腿小

データ数

６６
６６
６６

ｂ

ｃ

ｄ

３６０
２１６
１８

０

０

８

８

５

１

３

１
㈹
㈹
昭

４

２

240
０

３００
０

270
０

220
７０

270
０

２２０
９３

４(）
2０
１５

６７唖秋I､マＩ 加 峨 平 均 、 Ｚ4９ 2 祠 256 １０(ｉ Ｚ1０ 1１４ 143 6４ 1４２ ３１

７

７

７

６

６

６

雌大
殿小

データ数

ｂ

ｃ

ｊ

030
156
２(）

950
120
２０

４Ⅸ）
l‘1６
２０

2Ⅸ）
５０

50(）
１１５

０

０

５

５

２ 250
４０

800
（）

２５０
５０

１０(）
１０
１６

６８冬:作ピーマン 加 、 平 均 ａ ６５５ 454 5f粥 粥７ 387 ２６９ ３１８ 6７ ２９‘Ｉ ３３

6８
６８
６８

般大
股小

データ散

ｂ

ｃ

ｉ

800
500

４

帥
伽
４

６

３

８ “
３５０

４

400
300

6()(）
2(X）

４Ⅸ）
２００

50(）
200

l()(）
０

5()(）
1５０

０

０

３

５

２

６９厘秋ピーマン 加 敢 平 均 ａ 370 303 ３５３ 2(暇 2(湖 1９２ 1６７ 3９ 1６１ ２９

6９
６９
６９

雌火
股小

データ激

ｂ

ｃ

ｄ

6Ⅸ）
240
２０

6伽
150
２０

６(X）
240
２０

400
100

０

０

０

０

５

１

４(X）
１００

320
０

200
０

30(）
０

０

０

６

５

２

１

7 ０ ス イ ー ト コ ー ン 加 、 平 均 ａ 223 246 ２２２ 1Ⅸ） 243 180 6３ ４２Ｉ ２(）

7(）
70
7(）

駁 火
職小

データ数

Ｄ
ｂ
ｃ
○
。

400
12(）
２３

350
100
２３

36(）
100
２３

300
７２

3２０
１００

280
１００

1５０
０

０

０

１ 130
（）

3(）
1０
２０

７１さやいんげん 加 爪 平 均 ３ 1９６ 202 】盤 132 174 1２２ 6４ 2８ ６１ 2０

7１
７１
７１

雄大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

350
６０
２６

340
８０
２６

260
６０
２６

230
５０

3 ”
８０

167
５０

120
０

1甑）
（）

120
（）

０

０

２

３

１

２

７２さやえんどう 加 敢 平 均 別 1４６ 178 1６２ ７１ 1６１ ８８ 7５ １７ 7４ 1９

7２
７２
７２

飛大
股小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

250
６０
］９

３９０
１ ”
１９

3(X）
lOO
１９

１６０
３(）

300
７０

160
４４

120
２０

０

０

５１９０
０

；1０
１０
１５



金澤健二:都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値のデータベース並びに作物の収櫛物の養分含有率のデータベースとその利用法４３

施肥聴抑1の価（k質／Ｍ） 堆肥の施朋ﾙｷ鵡値
（呪物Mg/ha)追 肥雄 肥総 爪

Ｎ ｎ Ｏ “ Ｋ , Ｏ Ｎ Ｐ : １ ０ 児 Ｋ ｕ Ｏ Ｎ Ｈ Ｏ ５ 鴎 ０作物調
2１1６ 1８7 ３ そ ら ま め 加 爪 平 均 【 1 1５５ l()(） ５１1７１ ＭＨ 8９1４０

4０
１５
１２

ワ
》
ｎ
Ｕ

再″日 ８

０

９１肢入
職小

データ殿

０

０

６

７

１ １９８
（）

7３
７３
７３

ｂ

ｃ

ｄ

２７２
８０
１３

118
９(）
］３

１８０
６０

２２０
８０

i l 8
８０
１３

1７D I I 戒 平 均 ａ ２ 1５7 ４ え だ ま め 5７ 1３２ l()９ Ｍ7１ 職３ １２‘１

3(）
５
１８

０

０

９履大
雌小

データ数

０

０

５

２

１ 240
４(）

１５(）
３(）

８０
（）

０

０

８74
74
7‘Ｉ

ｂ

Ｃ

ｄ

０

０

０

７

２

２

１ 240
４０
２(）

０

０

０

８

５

２

１

2４加 覗 平 均 ａ ２７ １１２7 ５ し ょ う が 1３２ 1１０243 ２４４ 279 ２１６ 1６８

4(）
1５
６

妓大
飛小

データ数

０

０

５

５

３ 1(剛
０

０

０

０

５

４350
６(）

５００
１５０

3００
１５０

５

５

５

７

７

７

ｂ

Ｃ

ｄ

700
160

８

５００
２００

８

800
200

８

7７ 2６加 爪 平 均 ａ 粥7 ６ い ち ご 1５０ 1７７ I‘1２ 芯４235 ２１９２１０

5０
１０
２０

岐大
最小

データ数

110
０

170
０

230
８０

230
８(）

1８０
０

7６
７６
７６

ｂ

Ｃ

ｊ

350
120
２４

350
13(）
２４

260
８０

360
1()(）
２４

2５1８ｊＩＩｍ平均ａ ０１１７ 1６５ １１(） ２２7 ７ メ ロ ン 139 165 1２８

4(）
1５
９

1 “
０

雌大
最小

データ数

15(）
‘1(）

1００
０

０

０

１５０
８０

２００
８０

7７
７７
７７

ｂ

Ｃ

ｄ

200
９０
１０

２０(）
８０
１(）

200
４０
１０

２１４６加 晒 平 均 ａ 5３ 2９７８すいか 1５７ 1０９ 1６５ 1１１１９‘１1６１

40
1(）
1７

０

０

５１ 150
０

３

０

４１雁大
艇小

データ散

2()Ｃ
′1(）

ｂ

ｃ

ｄ

１７０
６４
１Ｈ

22(）
５９
１Ｒ

１８０
‘1０

i()０
４９

7８
７８
７８

23(〕
７０
１８

2２7６ ９９加 砿 平 均 ａ 5７ 5７ 1３３７９みかん
（成圃）

7９
７９
７９

８５218 １３‘１ 1５６

０

０

８

３

２
脚
部
１ 180

５６
０

３

０

８

リ】殿大
城小

データ数

１

１

牛
Ⅸ

１ 12(）
３(）

９(）
:１８

ｂ

Ｃ

ｄ

250
９０
１(）

２６《）
1００
１０

3()０
１５０
１０

2９1５６ 1６５２１】ＩＩｌｍ平均ａ8 ０なつみかん
（成姻）

80
8(）
8(）

307 ２３２ ９６ ６６ ( 祁2２１

4(）
2０
５

250
1馴）

240
1(X）

2６０
１５６

最大
鹸小

データ敬

140
７２

9０
５０

8(）
5７

ｂ

心

．

０

０

６

４

６

１

１

320
168
６

40(）
240

６

２５1４７1１７加 吸 平 均 ａ 5２ 6２ ２()３8 １はっさく
（成圃）

8１
８１
８１

９８1０６ １７(） ２１０

０

０

３

４

２

190
130

釦
、
１

１

錠大
般小

データ数

100
８０

１

０

Ⅸ
５

7(）
６０

０

０

４

０

ゾ》ワ】

ｂ

ｃ

ｄ

２６０
１９(）

別

320
300

３

2２０
１５０

３

1(）153 1８６5２ 207川 畑 平 均 a 237 ６５ 1２8 ２ い よ か ん
（成剛）

8２
８２
８２

２７２ 1９５

５(）
2０
３

２１０
１６８

帥
卯
１ ２(X）

１２(）
妓 大
雌小

データ激

ワ
】
０

１

６

１ ０

０

８

４

8８
５０

25(）
180
４

○
ｂ
ｃ
ｄ

０

０

４

０

４

２

１

３()(）
270

４

２７1７２２２３ １４１加 耽 ､ ﾄ 均 ａ ５６ ６２8３ネーブルオレンジ
（成側）

８３
８３
Ｒ３

１９７ 2孔‘１ 9０314

０

０

３

４

２
和
卯
１ 2００

１２０
２５０
１８０

雌大
脳小

データ数

8０
４９

０
，
ｃ
○
。

250
13(）
‘１

28(）
1７０

４１

1００
７０

８０
４０

３５０
２６０

‘１

2５０川10Ｋ,1と均２１ ７１ １】 ０8 4 り ん ご
（成剛）

８４
８４
８４

７】 １３２ 1９143 1９

０

０

０

０

５ ０

０
股火
脆小

データ粒

1５０
５０

０

０

６

２

ｌＺ(）
‘1(）

○
ｂ
ｃ
ｑ
ｄ

０

０

４

５

５

１ ０

０

４

２

４

１０

０

４

６

２

１
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施肥腱湘の価(kg/ha)
堆肥の施用基螂値
（現物Mg/ila)

総 量 堆 肥 辿 肥
作物名 N B O ５ K ・ O N R O ５ K 2 0 N P 2 0 ５ K : ! ０

８５n本なし
〈戒I刺）

8５
８５
８５

加 吸 平 均 ａ ２ ３ ３ １ ６ ６ １ ６ ８ １ ２ ９ １ ３ ３ １ １ ９ １ ０ ４ ３ ４ ４ ９ 1８

眼大
脳小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

300
150
１５

５

０

５

５

７

１

２ ２６２
１００
１５

１９８
９０

255
７０

200
４０

１８０
４５

１２６
（）

144
０

３０
１０
Ｍ

８６西洋なし
（成圃）

8６
８６
８６

加 砿 平 均 ： ， １３(） ５８ 123 5７1０４ 1０２ ８ ！ ３ 1０

服大
股小

データ散

○
じ
ｃ
ｐ
ｄ

200
120

６

120
４８
６

０

６

６

６

９

１ 2Ⅷ）
1００

１２０
４８

０

６

６

９

１ ０

０

５ り
』
《
Ｕ

ｌ ４

０

２ ０

６

４

２

８７か選
（成剛）

8７
８７
８７

川 I 爪 平 均 紐 １６１ １４５119 ９８ 9３ 8７ (刺 5８2６ ２０

雌大
腿小

データ数

ｂ
Ｃ

ｄ

2４０
１００
１８

200
５０
１８

２１０
８０
１８

㈹㈹
１ １６０

４５
１３０
５０

１２０
０

８

０

７ ６

０

２１ ４０
１(）
刑

8 ８ び わ
（成職I)

8８
８８
８８

加 砿 平 均 ａ 2２１ 1 刺 170 ９６ ６９ 7７ 1２５ 1０５ 9３ 1９

駁大
股小

データ殿

ｂ

ｃ

ｄ

3(剛
120

８

330
100

８

245
７０
８

150
３６

１１２
３０

123
２８

150
７２

０

０

２

７

２ 123
４２

０

５

５

２

１

8 ９もも
（成削）

8９
８９
８９

加 耽 平 均 ａ 8３1３８ 1１０ ９９ 6５ 8９ ３９ １８ ２１ １４

艇大
曜小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

180
120

６

110
６０
６

140
10(）
６

１２８
７(）

110
４(）

120
５６

０

０

９ ㈹
０

８４
（）

５

０

５

２

１

9 O す も も
（成圃）

9０
９０
９０

加 覗 平 均 ａ 1３９ ９９ 120 I()２ 7３ 8６ 3７ 2６ 弧 1５

最大
最小

データ数

。
，
Ｃ
○
．

８

０

１

６

８

１

１ 1４４
６０
１１

1 “
８０
１１

120
４８

１２(）
４８

120
４８

０

０

７ ０

０

７０

０

６ ５

５

９

２

9 １おうとう
（成剛）

９１
９１
９１

加 砿 平 均 ａ 1４２ ６４ 1１６ 1０８ 4８ 8８ 3４ 1６ 2s 1６

雌大
雁小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

1５０
１００

４

０

０

４

８

６

120
７０
４

ｊ

ｌ

ｆ

Ｉ

２

３

１ 5６
４０

０

０

７

３

9６
２０

4(）
1２

５０
２４

20
1(）
２

9 ２ う め
（成剛）

9２
９２
９２

加『1ｔ平均曲 1８８ 皿６ 1６５ ８６ ７１ ８０ 1０１ 4６ ８４ １８

堀大
娘小

データ数

ｂ

ｃ

ｊ

268
４０
２１

167
５０
２１

２２０
“
２１

和
昭
１ 160

２１
1４０
３０

１７６
０

０

０

１１ 154
０

０

６

８

４

１

９３ぶどう
（成剛）

93
93
9蹄

加 敢 平 均 ａ 8６ 7３ 鯛 ６５ 6９ ６６ ２１ １ １６ １６

雌大
股小

データ数

ｂ

ｃ

ｌ

150
６０
１３

150
５０
１３

180
６０
１３

１２５
０

１２０
３２

180
２８

５

０

７ ５

０

７８

０

１ ０

０

９

３

１

９４くり
（成剛）

９４
”
9４

加 飯 平 均 、 1５４ 1０１ １３９ ８６ 9４ ７５ ６８ ７ ６ｨ１ 2４

臓大
履小

データ散

ｂ
せ
《１

22(）
５０
１８

166
３０
１８

180
４０
１８

１５３
３０

１６６
２５

120
２０

1００
１０

０

０

１０(）
１０

4０
１０
１３

９５パインアップル
（戒i削I）

９５
９５
９５

加 爪 平 均 ３ １ １２０ ２１０ １２(） 1瓢） ９０ １８０ 240 １２(） 240

縦大
殿小

データ激

ｂ

ｃ

ｉ １

１９４

１

１５４

１

１６３

０

２４9６キウイフルーツ
（成削）

９６
９６
９６

川 I 収 平 均 ａ 1１２ １０４ 8４ 8２ 5１ ７９

最大
雁小

データ殿

勺
ｂ
仁
。
⑪

２５６
１００
１６

０

０

６

５

７

１

ウ】 210
８０
１６

０

０

５

７

１ 23(）
３５

120
５５

128
２０

l()(）
（）

120
１０

4０
１０
１４



金澤健二：都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値のデータベース並びに作物の収穫物の養分含有率のデータベースとその利用法４５

緬肥堆湖の価（k質／ｈａ） 堆肥の施川韮抑噸
（現物MR/ha)追 肥椛 肥総 爺

N P z O & I L O N B O s I Q O N H Q a K i ０作物名
２４加 砿 平 均 a ２ ７ ８ １ ９ ９ ２ ６ ０ １ ６ ８ １ ７ ２ １ ６ ０ １ １ １ ２ ７ １ 0 １９７輪ぎく

（切り花詞
９７
９７
９７

3０
２０
１０

２７８
２(）

315
０

２７８
２０

１８０
０

３７５
（）

最大
最小

データ数

‘１８０
《）

含
ｂ
ｃ
、
、

480
120
１】

480
150
１１

4８０
１５０
１１

2０1７ 5(）5２加 亜 平 均 ａ ｌ ８ １ 1４１ 1１４９８スプレイぎく
（切り花類）

9８
９８
９８

１５７ 163 130

30
1(）
９

０

０

１ ０

０

１１１５８
９(）

０

０

１１最大
最小

データ数

８

０

８

０

１

１

190
100

21(）
100
１０

●
ｂ
Ｃ
や
．

Z78
100
１０

２１０
１００
１０

2１3７1８1７９ 1７１ １１加 亜 平 均 ａ ２ ２ ４ 209 1８３９９小ぎく
（切り花類）

9９
９９
９９

197

3０
２０
１１

240
０

240
０

250
（）

264
０

280
（）

最大
最小

データ教

300
150
１４

280
０

○
ｂ
Ｃ
・
け

350
150
１４

250
15(）
１４

2５１５５ 1521６６ ４１３加 璽 平 均 ａ ５ ４ ６ 1３３ 1９３１００カーネーション
（切り花猟）

100
100
100

６１８348

：1０
１３
６

８００
（）

900
０

即０ 900
（）

最 大
最 小

データ数

900
340
９

６ｌｘ）
（）

ｂ

ｃ

ｄ

800
200

９

6(剛
（）

900
290

９

５１８ ２９１５４３６ 553101ぱら
（切り花顛）

1０１
１０１
１０１

加 収 平 均 ａ ５ ９ ８ ５５４ １６ 6６519

０

０

０

８

１

１

11()０
０

９００
２００

500
０

350
０

Ｕ

０

ｊ

ｌ

Ⅸ
瓢

１娘 大
膿小

データ数

９００
４００
１９

4()０
０

○
ｂ
ｃ
令
吋

１１０(）
２８０
１９

１０(X）
３００
２(）

7３ l(）７３１１８ (）加 爪 平 均 a 1９１ 1１８ １１８l ( )2りんどう
（切り花敵）

102
102
1《)２

１１８1９１

０
０

０

０

８1２０
１００

０

０

８雌大
殿小

データ数

０
叩

２

１

１

１

ｊ

ｌ

凱
帆

１

Ｉ

ｂ

ｃ

ｄ

200
100
２

２(X）
1()０

２

ｌＺ(）
100
２ １

１８５ ９加 o I r 平 均 ａ 1６７ ９103耐根かすみそう
（切り花剛）

１０３
１()３
１０３

1７６ 1５３ 1６３1(う２ 1(耐

2０
１５
２

０

０

～1(）
０

０

０

２蛾火
曜ポ

データ数

2()０
５０

２１(）
1００

210
100

５

０

０

０

０

２

１

ｂ

ｃ

ｄ

2()０
５(）
５

２０(）
1()(）

５

９１開‘１104洋ラン頽
（切り花類）

１０４
１０４
１０４

加 砿 平 均 ａ 2８ １８ 1８２1０９ 2６182Ｚ()８

210
０

267
０

648
０

最大
娘小

データ殿

２２２
（）

１３８
（）

１３８
０

。
、
ｃ
Ｑ
ｄ

225
４０
７

７

０

７

６

０

ソ
》
１

(湖８
１００

７ ０

３(）５６5６ １２川01ｔ平均ａ 1７５ 9６ 1５３ １１８１０５スターチス
（切り花額）

105
1()５
１０５

１５２ １６５

150
０

０

０

７

４

１

150
０

０

０

５１鯉大
最小

データ数

０

０

０

０

リ
】
１

200
６０

２５０
１００

９

250
８０
９

200
７５

ｂ

ｃ

ｊ

25(）
１００
９

2４1413 235加 咽 平 均 ａ や、タ
ゲリ■４ニリ】335 】(〕１ 1２３ 1《Ｘ）1 0 6ガーベラ

（切り花類）
106
106
1()６

刑６ ２叡う

０

７

５

５250
（）

420
０

ｆ艮大
最小

データ数

3(X）
５０

200
５０

420
125

ｂ

ｃ

ｄ

０

０

７

７

０

４

２

３５０
２００

７

480
200

７

200
５０

5６ 2５1７加 砿 平 均 ａ １３７ 1２２ 6８１０７１､ルコギキョウ
（切り花類）

107
107
107

1８７ 1５４ 1７８ １１９

;lＯ
ｌＯ
Ｉｌ

300
０

最大
雄小

データ数

3Ⅸ）
０

帥
０

2Ⅸ）
８０

０

０

０

８

リ》 2Ⅸ）
８０

ｂ

ｃ

ｄ

lOO
lOO
１６

２００
９６
１６

1００
９６
１６

5０ 2７加 祓 平 均 ａ 5０ 妬10８ゆり
（球根切り花瀬）

１０８
１０８
１()８

１４５ 1５６ 1４８1９６ 1９２ 1９８

50
1(）
1１

簸 大
最 小

データ数

200
０

200
０

200
０

２(X）
（）

．
、
ｃ
○
岨

3１０
１２０
１５

3２０
１００
１５

帥
加
晦

３

１

2Ⅸ）
（）

２００
０
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施肥基準の値(kg/ha) 堆肥の施用基準値
（現物Mg/ha)総 尿 基 肥 追 肥

作物名 Ｎ Ｐ ２ ０ ５ 脇 Ｏ Ｎ Ｂ Ｏ ｓ 唾 Ｏ Ｎ Ｉ も 0 ５ １ ， ０
109チューリップ

（球根切り花瓢）
１０９
１()９
１０９

加 砿 平 均 ａ 1２７ 1２３ 1０７ １２７ １２３ 1０７ ０ ０ 2２０

職大
股小

データ散

ｂ

ｃ

ｊ

150
９(）
９

200
４０
９

15(）
６(）
９

150
９(）

200
４０

１５０
６(）

3０
２０
４

０

０

０
(）

０
０

加 並 平 均 孔１１(）アルストロメリア
（球根切り佗蹴）

llO
l lO
l lO

４６９ 4０８ ４９９ 1０４ 1２３ 1０２ 197１６６ ２８６ 2２

鰻大
殿小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

6()０
３０７
６

7()０
２００

６

６０〔）
３７３

６

200
０

300
０

2()(）
０

‘１０(）
273

10(）
1８０

450
287

３

３

５

３

１

111その他球根切り花
（球根切り花蘭０

１１１
１１１
１１１

加 覗 平 均 ａ １７１ 1６３ １７５ 1２５ 138 １２７ ｊ1５ 2５ ４８ 2０

羅大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

360
７０
１７

１５０
６０
１７

3帥
３２

３５０
３０

４００
７０
１７

300
６０

13(）
０

０

０

１１ 1２０
０

０

５

２

３

１

ｕ２切り枝
（切り花砿）

１１２
１１２
１１２

加 販 平 均 ａ 1５５１８(） １５３ ５９ 1２１6６ ６０ 8９ ９３ 2０

最大
最小

データ激

○
ｂ
ｃ
-
。

１００
８５
１０

360
６０
１(）

３１０
７０
１０

240
０

３００
０

２１０
０

230
（）

230
０

230
（）

１

０４1 1 3切り梁
（切り花瓢）

113
113
113

加 並 平 均 ａ １９６ 528 1８８ 9４ 8６ ８６ 4０３ ４４２ 403

最大
賎小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

０

０

３

０

２

６
ワ
】

600
300

３

６００
２２０

３

225
０

２２５
０

225
０

6００
１００

６００
１００

6００
１００

０

０

２

４

４

1 1 4ゆり
（球根罰）

１１４
１１４
１１４

加 重 平 均 ａ 1５４ 1６９ 169 123 1６９ 1３１ 8１ ０ ３９ 2０

最大
最小

データ数

ｂ

Ｃ

ｄ

１６０
１５０

２

200
150
２

２㈹
150

２

150
８０

２００
１５０

150
100

０

０

８ ０
(）

100
０

０

０

２

ク
】
２

115チューリップ
（球根顛〉

１１５
１１５
１１５

加 亜 平 均 ａ ９０ １２(） 1８０ 6３ ８４ 126 2７ 3６ 5４

最大
簸小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ １

１００

1

20(）

１

２()０

０

116グラジオラス
（球根瀬）

1１６
１１６
１１６

加 重 平 均 ａ 5０ ５０２００ 5０ 150０

鰻大
最小

データ数

○
ｂ
Ｃ
○
価 １

１５０

１

１５０

１

１５０

０

１０加 亜 平 均 ａ１１７フリージア
（球根顕）

117
117
117

1５０ 1５０ 150 (） ０ (）

最大
最小

データ殿

ｂ

ｃ

ｊ １

７６

ｌ

７Ｒ

１

１２１

！

１１８シクラメン
（鉢もの瓢）

1１８
１１８
１１８

加 亜 平 均 ａ 2(） ４１ ２６ 5８ １５ 9５

股大
肢小

データ激

○
ｂ
じ
。
Ⅲ

１１２
‘１６
（；

l‘1８
３４
６

２１５
５６
６

２

０

８沁
０

９

０

５ 8７
２７

７１
１７

190
１９

(）

1 1 9プリムラ熟
〈鉢もの知）

1１９
１１９
１１９

加 亜 平 均 ３ 1１０ 8４ ８９ 4３ 1６ ５１ 6７ 1８ 1８

岐大
股小

データ数

ｂ

ｃ

ｊ

123
４８
４

４

２

４

５

３

１ 1０５
３２
４

０

９

７ 7０
９

０

７

６

１

９６
０

９６
０

６

０

９

０

１２０ベゴニア別
（鉢もの麺）

120
120
120

加 報 平 均 ａ 焔 1５ ５４１ 3５ ５ f(） ２６ 3０

最大
最小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ

８

５

３

４

２

８

７

３

ｆ

３

２

０

２ ３

０

ワ】 ワ
】
０

２ 4８
２２

‘l８
ＷＩ

８

５

３

４

２

4８
２２

０



金澤健二：都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値のデータベース並びに作物の収穆物の養分含有率のデータベースとその利用法４７

施肥峰準の随(kg/11a) 堆肥の施用基準他
（現物Mg/ha)追 肥基 肥総 賦

N E O " K Q O N B O s K z O N B 0 ５ K g O作物名
加 壷 平 均 a l ８ ８ ２ ７ ９ １ ０ ７ ３ ６ ３ １ ８ ５ ２ ７ ３ １ ０ ４１２１シンビジウム

（鉢もの鋤
１２１
１２１
１２１

210
１４

２６７
１１５

“ ８
１０２

1６
０

鍛大
最小

データ数

225
２４
６

１６
０

１０２
０

ｂ

ｃ

ｄ

267
125

６

“ ８
１１５

６ ０

６５4９０ ６６加 亜 平 均 和 ６５ ０ ０4９1 2 2デンドロビウム
（鉢もの額）

122
122
122

６６

5０
４６

７０
２５

7２
２１

０

０

０

０
最 大
最 小

データ数

０

５

２

７

２

０

０

ｂ

ｃ

ｄ

り
』
１
ニ
ワ
ー

【
Ｉ
ワ
ー

０
６
ワ
ー

５

４
０

５７5７ 5７加 亜 平 均 劇 5７ (） ０ (）１２３ファレノプシス
（鉢もの弧）

123
123
123

5７5７

8０
４４

０

４

８

４

8０
４４

０
０

簸大
最小

データ教

０

０

０

０

Ｑ
、
ｃ
○
耐

０

４

２

８

４

８０
４４
２

０

４

２

８

４
０

7０ ８１３２０ ０ ０加 亜 平 均 ａ124その他洋ラン顕
（鉢もの額）

124
124
124

７０ ８１8２

１００
６５

1００
７８

１

１

Ⅸ
昶

１０
(）

０

⑪

届大
最小

データ数

０
(）

ｂ

ｃ

ｌ

０

５

２

０

６

１ 卯
沌
２

１1００
７９
２ ０

１９７２４６ 123加 砿 平 均 勘 352 ２９８ 隅２125サボテン及び多I州他物
（鉢もの額）

125
125
125

549598 1２１

堀大
雄小

データ数

ｂ

ｃ

ｄ ０１

側

１

９１

１

０ワ】 (）０抑 {）加 蚊 平 均 、 3９ １９126似錐他物
（鉢もの鋤

126
126
126

３

０

３

０

1５
０

３

０

５

０

４ ３

０

ワ】飛火
凧小

データ激

５

３

２

１ｂ

じ

１

５

３

２

１ ３

３

２

２

(）

５(）８５ ｉｉｉ １９8７ 5２127花木瀬
（鉢もの航）

127
127
127

加砿平均２１ 1３４１1３３ 7２

7２
１６

5３
１６

１

４

２

１

1０５
８

隔
思

１１ ０
ワ
】

０

４

１雌大
腱小

データ数

115
６３
３

158
７８
３

ｂ

じ

Ⅱ

1５８
５１
３ ０

０３5９ ９勺や■幻〃
日
、6４５８ 8８ 5６川 l 敢 平 均 別 1２５1４７lＺ３１２８パンジー

（花j固川1Wもの猟）
128
128
128

１００
０

250
０

400
０

150
３５

１０４
５

最大
雌小

データ数

1()Ｊ１
５

l）
Ｃ
《１

480
４２
８

３３０
４２
Ｒ

IⅨ）
‘1２
８ １

2１ B】４５1５ ４５ 4２加 璽 平 均 ａ 7３129サルビア
（花壇用苗もの訓）

129
129
１２９

６５９０

２

０

５ ７９
（）

7９
２３

展火
最小

データ数

焔
鯉

1６
１６

５

６

２

９

４

１１５
４６
２

６
リ
』

４

４

ｏ
ｂ
Ｃ
ロ
側

１２１
７０
２ (）

4４5(） 4４3６ I《）加 頭 平 均 孔 7３ 1０1 3 0マリーゴールド
（花壇用苗もの剛）

130
130
鯛０

８(）8０

０

０

６ ６０
（）

4６
３２

６０
２３

最大
妓小

データ数

３
６
ワ
】

８

４

６

３

４

２

‘1６
２３

ｂ

ｃ

ｊ

綱
和
２

３
６
り
一

９

４

０

４７ 5０5４U I I 敢 平 均 ａ 2４ ５８ 2417８ 1０５ 7‘１１３１ペチュニア
（花畑川IiIliもの剛）

1３１
１３１
１３１

7(）
（）

57
1(）

０

７

７ ９

０

６賎大
雄小

データ数

5７
１０

”
例
４

135
４６
４

７

６

４

９

４

６６
３８

ｂ

ｃ

ｄ ０

7７ 5１ 7７加 砿 平 均 孔 3５ 粥132にちにちそう
（花壇用苗もの斌）

132
132
132

４１9２ l】２１１２

最大
最小

データ殿

ｂ

ｃ

ｄ ０１ １ １
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付表２収穫物の養分含有率（現物あたり％）
臘林水産関係市町村別データ

（Ｈ17）の品『１
算出基磁
(略号等）１

Ｎ

％く
ｑ
ｊ

Ｈ
慨

０

１

侭

％

Ｉ

Ｉ

食品名

水柵
陸稲
小麦
六条大坐
二条大麦
料1変
人畝
小豆
いんげん
らっかせい
かんしょ
瀞刈りとうもろこし
ソルゴー
牧 蛾
i蹄刈りえん麦
そば
茶
い
てんさい
こんにゃくいも
さとうきび
紫たばこ
存だいこん
夏だいこん
秋冬だいこん
かぶ
が夏にんじん
秋にんじん
冬にんじん
ごぽう
れんこん
緑随えばれいしょ
秋値えばれいしょ
秋冬さといも
その他さといも
やまのいも
仲はくさい
夏はくさい
枕冬はくさい
こまつな
群キャベツ
夏秋キャベツ
冬キヘ･ベツ
ちんげんさい
ほうれんそう
ふき
みつぱ
しゅんぎく
セルリー
アスパラガス
カリフラワー
ブロッコリー
作レタス
以秋レタス
冬レタス
春ねぎ
豆ねぎ

殺双／こめ/L水柵織粒]/玄米
穀顛／こめ／［隙冊殻粒］／玄米
穀烈／こむぎ／「玄細]/irljW/将通

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
哩
職
Ｍ
蛎
唾
獅
臨
凹
加
塑
露
郵
劉
躯
齢
”
詔
”
”
瓢
詑
鍋
訓
妬
錨
諏
鵡
調
㈹
伽
他
網
棚
幅
棚
仰
偲
側
帥
刷
鑓
熱
馴
弱
茄
”

食品ＤＢ
･食ＭＤＢ

食姉ＤＢ
ＯＤＢ
ＯＤＢ
凹訂
ＯＤＢ
ＯＤＢ

食品ＤＢ
ＯＤＢ

食品ＤＢ
飼料
飼料
飼料
飼料
ＯＤＢ

食品ＤＢ
熊本
北海通
群賜
ＯＤＢ
ＯＤＢ

食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食紬ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食舳ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食砧ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
此ＡＡＤＢ
食船ＤＢ
食船ＤＢ
食舳ＤＢ
食品ＤＢ
従舶ＤＢ
食砧ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ

１．Ｍ

１．６８
１．８２

１．７２
１．２６
１．８２
６．１８

３．２５
３．１８

４‘6５
０．１９
().3４
０．２６

０．４５
０．３２

１．７１
４．５８
１．３７

０．１３
０．２７
０．０９

３．７０
０．１０
０．１０

0,10
0.13

０．１０
０，１０
０．１０
０．３１

０．３０
0.26

0.26
0.24
0.24

0.35
0.15
0.15

(),15
0.35
0.23

0.23
()‘23
0.21

0.‘10
0.09
0.21

0.44
0.16
0.42
0.48

0.69
0.12
0.12
0.12
0.10
0.10

６

６

０

３

９

８

３

０

２

７

１

８

６

６

４

６

６

３

５

０

５

４

４

４

４

６

６

６

６

４

７

９

９

３

３

６

８

８

８

０

６

６

６

６

１

４

１

０

９

４

６

０

５

５

５

６

６

６

６

８

７

５

７

３

８

９

８

１

１

１

１

１

７

６

６

０

１

０

６

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

１

１

０

０

０

０

１

０

０

０

０

１

０

１

１

０

１

１

２

０

０

０

０

０

。

■

●

●

■

●

■

■

■

■

●

■

。

①

◆

今

ｑ

Ｑ

■

◆

●

◆

■

◆

●

■

色

■

◆

●

◆

寺

の

●

の

■

■

■

。

■

■

■

。

●

争

●

◆

◆

●

●

■

巳

●

■

ａ

●

■

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

郷
郡
師
鉛
別
闘
魂
帥
馴
的
諏
拠
別
的
鯛
茄
錨
万
認
酒
皿
部
鯛
詔
詔
訓
訓
訓
鋤
調
調
姻
柏
万
万
鑓
”
”
”
㈹
別
劉
割
拠
鯛
抑
帥
弱
栂
鍋
柵
娼
劉
劉
割
翠
型

ｑ

Ｏ

ｄ

Ｄ

●

●

号

令

●

０

■

■

■

■

●

●

◆

寺

◆

■

今

■

。

■

①

ゆ

ゆ

◆

●

申

■

ｇ

ｏ

●

●

●

●

◆

ｃ

◆

。

◆

■

■

■

Ｑ

ｂ

Ｄ

■

■

●

。

●

●

◆

心

△

０

０

０

０

０

０

２

１

１

０

０

０

０

０

０

０

２

２

０

０

０

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

殺馴／おおむぎ／織釉・玄抑災

ｆ織n/いんげんまめ／余粒，乾

いも及びでん粉烈／さつまいも／塊根，生
I､ウモロコシ（批熟IUI)
ソルガム（乳熟期）
＊
エンバク（乳熟川）

し好飲料熱／（緑茶麺）／せん茶／茶

野菜類／（だいこん鋤）／だいこん／根，皮つき．生
野菜頚／（だいこん剛）／だぃこん／根，皮つき，生
野菜顛／（だいこん剛）／だいこん／根，皮つき．生
野菜烈／かぶ／柵，皮つき、生
野菜蹴／（にんじん噸）／にんじん／根．皮つき．生
野菜瓢／（にんじん瀬）／にんじん／根．皮つき．生
野莱麺／（にんじん熟〉／にんじん／根，皮つき．生
野柴顛／ごぼう／根，生
野菜頚／れんこん／根茎．生
いも及びでん粉知／じゃがいも／塊茎．生
いも及びでん粉知／じゃがいも／塊茎．生
いも及びでん粉期／（さといも類）／さといも／球茎b41
ぃも及びでん粉釧／（さといも願）／さといも／球茎i４1
いも及びでん粉剛／（やまのいも類）／やまのいも／な力いも及びでん粉狐／（やまのいも類）／やまのいも／ながいも／塊根
野築蹴／はくさい／結球柴，生
野柴顛／はくさい／納球雌，生
野菜頬／はくさい／紬球紫，'1A
野菜観／こまつな／鱸生
野菜顛／（キヘ'ベツ熱）／キャベツ／結球葉，生
野柴馴／（キ･Ｉ･ベツ別／キャベツ／桔球葉，生
野柴間I/(キヘ'ベツ弧)/キャベツ／結球紫．生
野菜馴／チンケンサイ／鱗．生
野菜淵!／ほうれんそう／鱸．生
野菜航／（ふき別）／ふき／紫衲，龍
町莱剛／（みつば剛）／糸みつぱ／熊，生
野莱顛／しゅんぎく／鱸，生
野柴瀬／セロリー／蛾柚．蝋
野菜瀬／アスパラガス／杵揺，生
野菜剛／カリフラワー／化序，生
野菜煎／ブロッコリー／佗序，生
野菜顛／（レタス剛）／レタス／結球葉，生
野菜顛／（レタス剛）／レタス／結球葉，生
野菜麺／（レタス賊）／レタス／結球葉．生
野菜照／（ねぎ釧）／根深ねぎ／集．軟白．生
野菜類／（ねき.瓢）／根深ねぎ／紫．軟白．生

ﾉ’



金澤健二：都道府県の施肥基準値及び堆肥の施用基準値のデータベース並びに作物の収秘物の養分含有率のデータベースとその利用法４９

算出基礎
(略号等）

０

１
峰
帆１

Ｎ
％Ｉ

Ｐ２０Ｉ
(％）

腱林水亜関係市町村別データ
（Ｈ17）の品[１ 食品楢

食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
ＯＤＢ
ＯＤＢ
ＯＤＢ
ＯＤＢ
ＯＤＢ

食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
ＯＤＢ
ＯＤＢ

食品ＤＢ
食品ＤＢ
ＯＤＢ
ＯＤＢ

食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ
食品ＤＢ

岬紫剛／（ねぎ蝋）／根深ねぎ/", ' l汰白．生
野蛎矧／（にら剛）／にら／熊．蝋
野築馴／（たまねぎ剛）／たまねぎ／りん躯，生
野菜瀬／（にんにく瀬）／にんにく／りん茎，生
野柴煎／きゅうり／果実．姫
野莱瀬／きゅうり／染爽、生
岬菜熟／（かぼちゃ類）／閲洋かぼちゃ／果突，生
野柴瀬／（なす類）／なす／果実．生
獅莱馴／〈なす類）／なす／果爽，〃l§
岬菜顛/( I ,マト瀬)/1，マI､／采爽，生
野菜顛／（トマl･頚)/1・マト／果実，生
野菜顛／（ピーマン類）／行ピーマン／果実．生
野菜類／（ピーマン瀬)/i子ピーマン／果爽．生
野菜顕／（とうもろこし頚）／スイートコーン／未熟敵子，９
野菜類／いんげんまめ／さやいんげん／苫ざや，生
野菜烈／（えんどう類）／さやえんどう／若ざやゞ生
野菜類／そらまめ／未熟M,41i
野菜顛／えだまめ／生
野集矧／（しょうが瀬）／しょうが／根裟，生
果実類／いちご／生
果実額／メロン／温篭メロン．′１２
果火類／すいか／生

型
剛
焔
刷
割
拠
副
”
”
泌
窃
郵
巽
詣
諏
型
露
冗
鍔
鋤
細
刈
晦
翠
泌
泌
認
鯛
灯
而
加
畑
型
昭
蛎
調
”
副
凪
妬

●

●

申

●

●

◆

尋

。

凸

①

。

◆

●

①

■

。

■

■

。

■

●

●

●

●

◆

●

■

●

●

●

の

■

■

◆

■

。

●

●

●

凸

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

秋冬ねぎ
にら
たまねぎ

にんにく
冬春きゅうり

夏秋きゅうり
かぼちゃ

冬春なす

夏秋なす
冬春トマト

夏秋トマト
冬春ピーマン
夏秋ピーマン
スイートコーン

さやいんげん
さやえんどう
そらまめ
えだまめ

しようが
いちご
メロン

すいか
みかん

なつみかん
はっさく
いよかん

ネーブルオレンジ
りんご
ｕ本なし
西洋なし

かき
びわ

もも
すもも
おうとう
うめ
ぶどう

くり
パィンァップル
キウイフノレーツ

”
”
帖
訓
船
鵬
加
碗
碗
帖
妬
妬
砺
露
的
皿
釦
調
帖
Ｗ
砺
蛇
鯛
“
伽
“
“
舵
㈱
偲
鯛
”
“
鯛
“
“
鴨
陥
舵
”

◆

■

●

■

の

◆

◆

。

●

。

■

令

■

ゆ

ｂ

■

。

。

■

■

凸

●

隼

ｃ

◆

０

０

①

■

●

句

。

■

凸

●

●

◆

■

●

ｐ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

0.10

0.34
0.16
0.96
0.16

0.16
0.30
().18

0.18
0.11
0.11

0.14
0.14

0.58
0.29
0.50
1.74

2.05
0.17
0.14

0.18
0.10

0.08
0.13
０．１３
０．１４

().1４
０．０３
０．０５
０．０５

０．０６
０．０５
０．１０

０．１０
０．１６
０．１１

０．０６
０．４５
０．１０
０．１６

論
調
帥
伽
鯉
“
“
砺
帖
師
鎚
的
、
刀
池
浦
況
沌
祁
万
祀
乃
帥
副
睡
齢
馴
鰯
妬
師
鯛
鯛
卯
伽
蛇
鰡
鋼
妬
卵
”

飛火瀬／りんご／生
鵬爬剛／（なし弧）／ｎ本なし／'１
鵬爽矧／（なし麺）／西洋なし／'１

果実頚／（もも頚）／もも／生
采爽顛／（すもも類）／にほんすもも／'１

果爽瀬／ぶどう／生
剛実顛／（くり類）／日本ぐり／'１
果実観／パインアップル／生
爪実熱／キウイフルーツ／生

略 号 等 解 説

食品データベースＨ１コ(1'111)://lbod・tokyojst.gojp/index.1'1'''1五Own本食"Ｉ標乖成分炎#Ｗ処）より収得したデータを雄に算出

平成８年庇関東外〔海腱業瀕境綱和型農業生雌における上坂祷理技術に関する第６同研究会「雛分の効率的利用技術の新たな動向j(平成８年９月段
林水産省腱業斫究センター）表-３より

｢日本食品際郡成分表フォローアップ成分充全収峨」llIII辿夫監修医歯薬出版㈱１９９２

口本標碓飼料成分炎2001年版

熊本県農業研究センターよりIⅡI取り

乾物中鍵分含'ｲi率，●Ｉ上i"巡絲肥作物聯腿培利川術釧（北海遡腱政部，平成１６年)根部の乾物率；!'榊ほか「テンサイ根部の柁物率と柁物01軸分合打
率の変動」（てん雌研究会慨３３,１)3034,１991)
群A"L農業技術センターよりl111取り

オーチャードグラス(1iffO1:･川棚j９１,榔生単.川偲伽).イクリアンライグラス(1稀峨・ハ側川.llj生縦出翻＃1),チモシー(１瀞雌.出穐期，再生草
出穂前)．シロクローバ(IⅡl花!UI)の合計７データの１１t純平均

食砧ＤＢ

ＯＤＢ

四灯

飼 料

熊本

北海通

１脚1$

＊
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付表３収穫物以外の地上部養分量／収稚物の養分量

ＯＤＢ＊表１収磁物の義分最ＯＤＢ＊表-１収轆物以外の収稚物以外の地上部養分猛／地 上 部 の 養 分 量 収 稚 物 の 養 分 愚腱林水座I則係
市町村別データ(H17)の
品目

術考N H O s I 、 O N R 0 ５ K ・ Ｏ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ Ｉ も ０
(kg/10a)(kg/10a)(kg/10i')(kg/10il)(kg/10a)(kg/10a)

水稲
陸稲
小麦
六条大麦
二条大麦
裸麦
大豆
小唾
いんげん
かんしょ
茶
てんさい
こんにやくいも
さとうきび
春だいこん
夏だいこん
秋冬だいこん
春夏にんじん
秋にんじん
冬にんじん
春植えばれぃしょ
秋植えばれいしょ
秋冬さといも
やまのいも
春はくさい
夏はくさい
秋冬はくさい
春キャベツ
夏秋キャベツ
冬キャベツ
セルリー
春レタス
夏秋レタス
冬レタス
春ねぎ
夏ねぎ
秋冬ねぎ
たまねぎ
冬春きゅうり
夏秋きゅうり
かぼちゃ
冬春なす
夏秋なす
冬春トマト
夏秋I､マI、
スイ-１，コーン
えだまめ
いちご
メロン
すいか

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
Ⅳ
四
卯
劃
認
劉
溺
野
記
酌
誕
犯
誕
鏥
諏
犯
調
虹
蛇
帽
鯛
鉛
別
弱
鏥
釘
詔
帥
礎
“
“
熊
繩
”
銘
刀
汚
行
沌
禰

６．９４
６．９４
９．０６
６．６８
５．４８
6.68
18･8７
９，６９
５．３０
５．５８
勢.7０
7.19
14.00
５．２０
５．７９
５．７９
５．７９
７．７９
７．７９
７．７９
６．７１
６．７１
9.57
11.00
15.67
15.67
15.67
Ｍ.21
14.21
14.21
19.20
３．０３
３．０３
3.03
11.41
11.41
11.41
13.16
12.68
12.68
4.72
17.79
17.79
14.16
14.16
5.79
15.20
10.12
６．４７
５．９５

3.63
3.63
3.69
2.85
2.44
2.85
4.40
2．50
1.70
2.08
5.94
3.10
5.00
2.97
3.14
3.14
3.14
3.26
3.26
3.26
3.18
3.18
4 . “
2.90
6.36
6.36
6.36
4.13
4.13
4.13

２．５７
２．５７
２．４１
２．８１
２．１４
２．８１
６.“
５．０８
３．００
８‘01
14.48
11.48
37.10
5.82
14.63
14.63
14.63
19.73
19.73
19.73
17.74
17.74
19 . “
12.50
29.65
29.65
29.65
1559
15.59
15.59

４．１９
４．１９
２．９６
１．５０
２．１４
1,5(）
１．６２
１ . “
2.5(）
5.63
28.70
16.40
６．００
７．２０
６．１１
６．１１
６．１１
４．９４
４･9４
４．９４
２．７０
２．７０
３．６０
３．１０
７．５９
７．５９
7.59
13.03
13.03
13.03
15.20
２．５５
２．５５
２．５５
５．９０
５．９０
５．９０
１．５２
８．４９
８．４９
4.05
11.66
11.66
９．４３
９．４３
8.78
12.10
４．６４
５．６８
２．３８

１．８７
１．８７
０．８５
０．３０
０．４４
０．３０
０．４４
１．７８
０．８０
１．３１
４．５０
５．００
２．１０
１．６０
２．０２
２．０２
２．０２
０．７２
０．７２
０．７２
０．６５
０．６５
０．７１
０．８０
２．８１
２．８１
２．８１
２．９０
２．９０
２．９０

13.13
13.13
12.43
９．８０
８，３６
９．８０
３．０７
４‘8１
５．７０
7.80
12.30
33.30
２．８０
５．７０
９．０１
９．０１
９．０１
１１.“
1.1.64
11.64
７．６５
７．６５
６．６６
3.70
20.19
20.19
20.19
13.52
13.52
13.52

０．６０
０．６０
０．３３
０．２２
０．３９
０．２２
０．０９
０．１７
().4７
１．０１
１．２１
２．２８
０．４３
１．３８
１．０６
１．０６
１．０６
０．６３
０．６３
０．６３
().４０
().4０
０．３８
０．２８
０．４８
０．４８
０．４８
０．９２
０．９２
０．９２
０．７９
０‘8４
０，８４
０．８４
0.52
0.52
0.52
0.12
0.67
0.67
0.86
0.66
0.66
0.67
0.67
1.52
0.80
0.46
0.88
().4０

銘
記
認
皿
鵡
ｎ
ｍ
”
碑
銘
布
団
哩
凱
“
“
倒
詑
理
理
即
加
瑠
露
“
“
“
和
布
、

①

●

●

。

●

○

●

凸

由

●

申

■

●

合

●

■

●

■

■
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＊ＯＤＢ：平成８年度関東東海農乗願境捌棚型農業生産における土壌管理技術に閃する鋪６回研究会「鋳分の効率的利用技術の新たな動向」（平成８年９月農林水
産省農業研究センター）

*:1:WF塒県腱業技術センターより聞取り（球裟十生子）


